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平成 15 年 11 月 10 日 

共用試験とは 

―我が国の医学教育向上のために― 

 

 共用試験とは臨床実習開始前に全国の医科大学・大学医学部の学生を対象に

行われる評価試験です。共用試験はコンピューターを用いた知識・問題解決能

力を評価する客観試験（Computer Based Testing, CBT）と態度・診察技能を評

価する客観的臨床能力試験（Objective Structured Clinical Examination, 

OSCE）から構成されています。CBT、OSCE とも既に公開されている「医学教育モ

デル・コア・カリキュラム：教育内容ガイドライン」に準拠して行われます。 

 医師の養成は国民の命と健康を守るために不可欠な国家的・社会的に重要な

事業です。このために国立大学はもちろん、私立医科大学に対しても多額の国

税が経常費補助金として配分されています。医学生は医科大学・大学医学部卒

業までに医師として必要な能力と適性を身に付けていなければ社会的使命を全

うすることはできません。とくに医学教育の過程で患者さんに直接接する臨床

実習を行うにあたっては、医学生も診療チームの一員として実際の診療に参加

して「患者さんから学ぶ」姿勢と能力を身に付けることが必要です。このよう

な臨床実習の形をクリニカル・クラークシップと呼び、欧米諸国はもちろん我

が国においても積極的に導入が始まっており、医学教育の質の向上が図られて

います。 

 医学生が診療チームの一員として参加するためには、医師として求められる

必要不可欠な態度・技能・知識・問題解決能力が身についていることを患者さ

んと社会に示す必要があります。また、医学生の能力と適性が全国的に一定の

レベルに達していることが証明されない限り、医学生の診療参加についての社

会的支持は得られないでしょう。この態度・技能・知識・問題解決能力は医学

部入学後長期間かけて涵養されます。臨床実習開始前までに医学生が習得して

おくべき基本的態度、基本的技能、基本的知識は「医学教育モデル・コア・カ

リキュラム：教育内容ガイドライン」に明示されています。このガイドライン

に準拠して臨床実習開始前の段階で医学生の態度・技能・知識・問題解決能力

を評価するシステムが共用試験です。 

 共用試験は全 80 医科大学・大学医学部（防衛医科大学校を含む）の英知を集

めて準備され、共用試験実施機構を組織して実施されています。平成 14 年から

試行（トライアル）が始まり、平成 15 年に第 2回目のトライアルが実施されま
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した。CBT、OSCE とも、全国の医学部教員が参加し、平成 17 年度からの正式実

施に向けて全力で取り組んでいます。CBT に出題される試験問題は全医科大学・

大学医学部の先生方が作成し、共用試験実施機構の先生方がほとんどボランテ

ィアで修正作業にあたっています。OSCE の評価項目についても、全医科大学・

大学医学部にアンケート調査を行い、全体のコンセンサスを得て作成されてい

ます。 

 共用試験はこれまでの各大学単位の評価試験とは異なり、全 80 大学の力を結

集して我が国の医学教育のレベルと医学生の質を引き上げ、これによって我が

国の医療水準の向上を目指すための基盤となる一大事業です。全国の 80 医科大

学・大学医学部が協力して実施するとの意味から、この試験を「共に用いる」

と書いて『共用試験』と呼んでいます。 

 全医学生の皆さん、医学系教職員の皆様には、共用試験の目的と社会的意義

を理解していただき、共用試験の実施にご協力をたまわりますようお願い申し

上げます。共用試験の実施は、国民の皆様からの多額の貴重な税金を使わせて

いただいている医科大学・大学医学部の社会に対する責任説明の一つであるこ

と、また、医学生育成の環境の場を提供していただいている患者さんとその家

族の皆様へのメッセージであることをご理解下さい。 

 共用試験の使命が遂行できるか否かは、全医学生と医学系教職員の皆様のご

協力にかかっています。      

 

第２回医科 CBT トライアル（昨年度）について 

 

平成 15 年 2 月～5月に 80 の医科大学・大学医学部が参加して第 2回医科 CBT

トライアルが実施された。出題範囲は「医学教育モデル・コア・カリキュラム」

の A～F の学習目標に示された内容です。出題問題数は五肢択一形式の問題 240

題、順次解答型二連問形式 40 題、および順次解答型四連問形式 20 題の計 300

題です。試験時間は 6 時間でした。試験問題は全国の医科大学・大学医学部か

ら集められ、約９千題が専門委員のブラッシュアップ作業により改変、厳選さ

れ、約３千題が各受験者に出題されました。受験者総数は 7185 名でした。成績

の結果を図１に示します。平均得点は 55.9 点、標準偏差は 9.4 点でした。 

五肢択一問題（ブロック１～４）では平均得点が 57.9 点、新形式問題（ブロ

ック５，６）の平均得点は 47.8 点でした。 
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対象者数 7149
最小値 24.7
最大値 88.3
平均値 55.9
中央値 55.7
標準偏差 9.4
尖度 -0.12
歪度 0.07  

 
 
 
 
 
 

図１ 得点ヒストグラム 

 

また問題の難易度の分布（問題別正答率の平均）をみると 55.9％であり、ば

らつきは極めて小さく（図 2）、学生ごとの問題の難易度はほぼ均等でした。 

  

対象者数 7149
最低値 51.8
最高値 59.5
平均値 55.9
中央値 55.9
標準偏差 1.0
尖度 -0.05
歪度 0.02  
 
 
 
 
 

 
 
 

 

図２ 平均難易度（問題別正答率の平均）ヒストグラム
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第３回医科 CBT トライアルの実施予定について 

 

平成 15年 12月～平成 16年 3月と平成 16年 6月～9月に第 3回医科 CBT トラ

イアルの実施を予定しています。主な目的は、良質な問題を抽出して蓄積する

こと、CBT およびその運用システムに問題がないかを検証すること、CBT システ

ムへの理解を高めることです。 

試験問題は第 1回、第 2回 CBT トライアルと同様に全国の大学から集められ、

ブラッシュアップを経て選び出されたものです。また、出題は五肢択一形式が

240 題、二連問形式 40 題（順次解答型と多選択肢型）、四連問形式 40 題（順次

解答型と多選択肢型）の 320 題となります。試験時間は６時間です。第 3回 CBT

トライアルで出題される多選択肢型二連問、順次解答型二連問（ブロック５で

出題）、多選択肢型四連問、順次解答型四連問（ブロック６で出題）の例題を次

ページから示します。 

今後、さらに、試験問題作成ソフトの開発・改良を続けて新規問題を集め、

試験問題を厳正に評価して良問を抽出・蓄積し、トライアルを繰り返して問題

点を把握すべく努力して参ります。学生のみなさんにはぜひトライアルにご参

加いただき、CBT システムがより適切な評価システムになるようご協力下さいま

すようお願い致します。 

 

各大学における実施の詳細は所属大学の教務担当者に問い合わせてご確認下さ

い。 
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多選択肢型二連問形式（今回から出題） 
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順次解答二連問形式（昨年度から出題） 
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多選択肢型四連問形式（今回から出題） 
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順次解答四連問形式（昨年度から出題） 
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